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コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社

コカ･コーラ ボトラーズジャパンによる
水資源保全の取り組み



AGENDA

•日本におけるコカ･コーラビジネスとコカ･コーラ ボトラーズジャパン

• コカ･コーラシステムのサステナビリティフレームワークと

コカ・コーラ ボトラーズジャパンの非財務目標「CSV Goals」

• コカ・コーラ ボトラーズジャパン、水資源保全の取り組み
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コカ・コーラの歴史



日本におけるコカ・コーラビジネスの紹介



コカ・コーラ ボトラーズジャパン 概要
コカ・コーラ ボトラーズジャパンは、

1都2府35県、1億人以上のお客さまにコカ･コーラ社製品をお届けする
アジア最大級、世界でも有数の規模を誇るコカ･コーラ ボトラーです。

※グループ連結 2022年末時点
（※）スーパーマーケット、ドラッグストア・量販店、コンビニエンスストア、飲食店が対象

ミッション：「すべての人にハッピーなひとときをお届けし、価値を創造する」
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日本のコカ・コーラシステムのサスティナビリティーフレームワーク

直近に取り組むべき
9つの重点課題

３つの重点分野

関連する
持続可能な開発目標
「SDGs」



コカ・コーラ ボトラーズジャパンが非財務目標
として掲げる 「CSV Goals」
■日本のコカ・コーラシステムの
「サスティナビリティーフレームワーク」

記載のない限り、基準年は2015年、目標年は2025年

水

●200％ 水源涵養率。
工場周辺の水源、流域に注力

●30％ 水使用量の削減
（2030年までに）
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当社の考える水の循環

1.Reduce
製造過程における水使用量の削減

2.Recycle
製造過程で使用する水の再利用

3.Replenish
水源域の水源涵養



■CSV Goals 「水」の目標

水

●200％ 水源涵養率。
工場周辺の水源、流域に注力

●30％ 水使用量の削減
（2030年までに）



製造で使用する水のさらなる削減に取り組みます

取水・水質管理 最新技術の導入効率的活用

製造工場における水使用量 19％削減
目標：2030年までに30％削減（2015年比）

排水管理

取水した水の管理や製造工程での再利用、最新技術の導入など、さまざまな
取り組みにより、水使用量の削減は順調に推移しています。

各工場での取り組み

※2022年末時点
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水資源保全協定の締結

締結先
自治体数

21

水資源
保全流域

15

新規締結先
自治体数

2

締結先
団体数

29

※2023年7月末時点

※コカ·コーラ ボトラーズジャパン 17工場 2022年末時点

全17工場の周辺流域において、23自治体を含む52の団体と水源の保全等に関する
協定を締結し、水資源の保全に努めています。



使用した水の4倍以上を各工場の流域に還元しています

製
品
に
使
用
し
た
水

水源涵養率

420％
（2022年末時点）

目標値
200％

地
域
へ
還
元
し
た
水

実際に水を使用する地域に還元することが重要と考えています。



水源涵養（Replenish）の取り組み
さまざまな手法を活用して、各工場流域での水源涵養を効果的に実現しています



コカ・コーラ「森に学ぼう」プロジェクトの展開

❹茨城工場
◆茨城いしおか

⓬広島工場
◆広島みはら

⓫大山工場
◆鳥取ほうき

❾京都工場
◆京都うじたわら

⓮⓯鳥栖工場／基山工場
◆佐賀とす・きやま

⓭小松工場
◆愛媛さいじょう

❿明石工場
◆兵庫あかし

❻海老名工場
◆神奈川あつぎ

❼白州工場
◆山梨はくしゅう

❷➌岩槻工場／埼玉工場
◆埼玉よしみ/群馬かたしな

➊蔵王工場
◆宮城ざおう

➎多摩工場
◆東京ひがしくるめ

➑東海工場
◆岐阜なかのほう

⓰熊本工場
◆熊本あそ

⓱えびの工場
◆宮崎えびの

➊工場名
◆プロジェクト名



事例紹介：コカ・コーラ森に学ぼうプロジェクトin宮崎えびの

開会式

●AM_プログラム例

タケノコの生態説明

竹林整備・タケノコ収穫

竹林整備・タケノコ収穫

公園工場「グリーンパークえびの」の名称で親しまれ、年間15万人の来
場者が訪れる

工場見学者施設「コーク館」

えびの工場（宮崎県えびの市）



事例紹介：コカ・コーラ森に学ぼうプロジェクトin宮崎えびの

森林散策（麓共有林）

チェーンソーによる丸太輪切り体験（西諸地区森林組合）

林業重機の試乗体験（西諸地区森林組合）

自生する野草の説明（麓共有林）

●PM_プログラム例

参加者送迎用バス（えびの市提供）

森林の成り立ち・生態系の説明（市 畜産農政課職員）



水に関する取り組みへの賛同・参画、外部評価の獲得



ご清聴ありがとうございました




